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4. 本ハンドブックの構成と使い方

(1) 本ハンドブック使用上の注意

(2) 本ハンドブックの構成

1 ガバナンス・アセスメントは、ガバナンス課題タスクフォースで別途調査研究報告書がまとめられる予定です。
また、国全体の政治・経済を把握するには、『指標から国を見る～マクロ経済指標、貧困指標、ガバナンス指標
の見方～』（2008年3月）を参照。
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